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議
員　

外
国
人
移
住
者
へ
の
支
援
と
、

地
域
住
民
の
相
互
理
解
を
深
め
、
共
に

暮
ら
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

外
国
人
相
談
セ

ン
タ
ー
や
母
語
に
よ
り
支
援
を
行
う
サ

ポ
ー
タ
ー
の
認
定
な
ど
、
相
談
・
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

国
際
交
流
団
体
、
日
本
語
教
室
関
係
者

な
ど
を
集
め
た
研
修
で
の
異
文
化
理
解

の
講
演
や
好
事
例
の
共
有
な
ど
に
よ
り
、

外
国
人
と
の
共
生
意
識
の
醸
成
を
図
っ

て
い
る
。

議
員　

県
西
地
域
の
将
来
像
の
実
現
の

た
め
、
地
域
振
興
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。
地
域
資
源
の
一
つ
と
し
て
の
ヤ
ン

キ
ー
文
化
 ※2
活
用
も
検
討
願
い
た
い
。

知
事　

地
元
食
材
を
活
用
し
た
食
の
観

光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
、
花
絶
景
を
切

り
口
と
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
地
元
の
取
り
組

み
を
支
援
し
、
定
住
促
進
と
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
と
い
う

県
西
地
域
の
将
来
像
の
実
現
を
目
指
す
。

提
案
の
新
た
な
地
域
振
興
策
も
差
別
化

の
点
で
有
意
義
で
あ
り
検
討
し
た
い
。

議
員　

米
の
価
格
低
下
を
望
む
一
方
、

生
産
者
に
負
担
を
強
い
る
状
況
か
ら
の

脱
却
に
は
、
所
得
の
向
上
が
重
要
で
あ

る
。
温
暖
化
の
影
響
も
あ
る
中
で
、
水

田
農
業
を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

水
田
農
業
の
発
展
に

向
け
、
経
営
の
大
規
模
化
や
特
色
あ
る

米
づ
く
り
、
高
収
益
作
物
の
導
入
な
ど

を
推
進
し
、
収
益
性
の
高
い
農
業
構
造

へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、
温
暖
化

に
対
し
て
は
、「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
の

増
産
や
高
温
に
強
い
新
品
種
の
開
発
を

進
め
、
儲
か
る
農
業
を
実
現
し
て
い
く
。

議
員　

物
価
高
な
ど
が
十
分
に
診
療
報

酬
に
反
映
さ
れ
な
い
中
、
民
間
病
院
の

経
営
状
況
を
ど
う
捉
え
、
経
済
的
な
支

援
も
含
め
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

保
健
医
療
部
長　

医
療
機
関
は
、
医
療

費
へ
の
価
格
転
嫁
が
困
難
な
た
め
、
経

営
状
況
の
急
変
に
直
面
す
る
な
ど
、
大

変
厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
今

回
計
上
し
た
補
正
予
算
案
に
よ
り
、
国

費
を
財
源
と
し
た
医
療
機
関
に
対
す
る

必
要
な
支
援
を
臨
時
的
に
実
施
す
る
こ

と
で
、
県
内
の
医
療
提
供
体
制
を
維
持

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

議
員　

技
能
実
習
生
を
含
め
外
国
人
労

働
者
の
労
働
環
境
の
改
善
や
不
法
就
労

の
防
止
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

令
和
７
年
度
か
ら
外

国
人
適
正
雇
用
推
進
室
を
設
置
し
、
産

業
界
・
県
警
察
本
部
・
国
と
の
連
携
に

よ
る
適
正
雇
用
推
進
宣
言
制
度
の
創
設
、

適
正
雇
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
新

た
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
外
国
人
が
安

心
し
て
就
労
・
生
活
し
、
活
躍
で
き
る

労
働
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
外

国
で
取
得
し
た

免
許
証
の
切
替

え
手
続
き
、
メ

デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
な
ど

も
質
問
）

議
員　

角
膜
移
植
を
含
む
臓
器
移
植
医

療
の
普
及
促
進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
医
療
部
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
た
普
及
啓
発
、
小
中
高
校
生
へ

の
「
い
の
ち
の
学
習
会
 ※3

」
な
ど
を

行
っ
て
き
た
が
、
角
膜
移
植
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
方
法
を
工
夫
す

る
と
と
も
に
、
茨
城
県
ア
イ
バ
ン
ク
と

連
携
し
、
普
及
啓
発
の
機
会
を
増
や
し

て
い
く
。
院
内
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
 ※4

設
置
の
働
き
掛
け
な
ど
、

医
療
機
関
の
体

制
整
備
の
支
援

に
も
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
古

河
市
周
辺
地
域

の
土
木
工
事
進

捗
と
執
行
体
制

な
ど
も
質
問
）

議
員　

茨
城
Ｄ
Ｃ
 ※1

の
成
果
を
踏
ま
え
、

今
後
、
牛
久
市
な
ど
県
内
市
町
村
の
観

光
振
興
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

茨
城
Ｄ
Ｃ
を
契
機
に

造
成
さ
れ
た
企
画
の
磨
き
上
げ
や
販
売

力
強
化
な
ど
、
自
走
化
・
定
着
化
に
向

け
た
専
門
家
に
よ
る
伴
走
支
援
を
行
っ

て
い
く
ほ
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
訴

求
で
き
る
日
本
遺
産
や
食
文
化
な
ど
の

観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
持
た
せ
て
発
信
す
る
な
ど
、

工
夫
あ
る
情
報

発
信
を
展
開
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
金

属
盗
対
策
の
強

化
、
中
高
生
の

自
殺
対
策
な
ど

も
質
問
）

議
員　

国
道
６
号
千
代
田
石
岡
バ
イ
パ

ス
の
未
事
業
化
区
間
の
新
規
事
業
化
と

（
仮
称
）
千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
の
進
捗
は
。

土
木
部
長　

未
事
業
化
区
間
に
つ
い
て

は
、
早
期
事
業
化
に
向
け
国
に
働
き
掛

け
て
い
く
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
は
、
用
地
測
量
な
ど
を
実
施
中
で

あ
る
。
国
や
市
な
ど
と
連
携
し
、
こ
れ

ら
事
業
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
工
業
用
水
に
関
す
る
新
た

な
水
需
要
へ
の
対
応
、
災
害
警
備
活
動

の
高
度
化
と

災
害
活
動
に

お
け
る
警
察

官
の
安
全
確

保
な
ど
も
質

問
）

安
定
し
た
食
料
供
給
を
担
う
た
め
の

水
田
農
業
の
発
展

イ
ン
フ
レ
局
面
に
対
応
し
た
「
茨
城
県
独
自
の
入
院

基
本
料
」
の
導
入
と
医
療
提
供
体
制
の
強
化

ヘイズ  ジョン 議員
茨城無所属の会
つ く ば 市 選 出  

金子　敏明 議員
無 　 所 　 属
かすみがうら市選出

髙橋　勝則 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出

長田　麻美 議員
日 本 維 新 の 会
牛 久 市 選 出

外
国
人
技
能
実
習
生
の
労
働
環
境
の

改
善
と
不
法
就
労
の
防
止

角
膜
移
植
を
は
じ
め
と
し
た

臓
器
移
植
医
療
の
普
及
促
進

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
後
の

牛
久
市
な
ど
県
内
市
町
村
の
観
光
振
興

か
す
み
が
う
ら
市
内
の
国
道
６
号
及
び

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

外
国
人
移
住
者
へ
の
支
援

県
西
地
域
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
た
な
地
域
振
興
策

ことば ※3【いのちの学習会】…小中高校生に、いのちの大切さや臓器移植について学んでもらうことを目的として、公益財団法人いばらき腎臓財団が行ってきた取り組み。これまでに10年以上にわたって実施 
 され、２万人以上の子どもたちが受講してきた。
※4【院内臓器移植コーディネーター】…医療機関において臓器提供事例に適切に対応できるよう、病院内の関係部署との連携調整など、院内体制の整備を担うコーディネーター。

ことば ※1【ＤＣ】…デスティネーションキャンペーン。地域（県・市町村・地元観光事業者など）とＪＲグループが一体となって行う国内最大規模の観光キャンペーン。本県においては令和４年から３カ年（各
 年10月～12月）にわたり実施。
※2【ヤンキー文化】…ここで言う「ヤンキー文化」は、反社会的行動を行うかつての暴走族などを指すものではなく、近年「マイルドヤンキー（博報堂ブランドデザイン若者研究所の原田曜平氏による命 
 名）」とも呼ばれるような、生まれ育った地域を愛し、家族や友人を大切にするなどの特徴を持った地方の若者たちの文化全般を指す。

委  
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小
川　
　

一
成

副
委
員
長 

黒
部　
　

博
英

委　
　

員 

田
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東
湖
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常
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洋
治
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飯
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智
男
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水
柿　
　

一
俊
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髙
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勝
則
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磯
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達
也
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長
谷
川　

重
幸
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金
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晃
久
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村
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康
成

委　
　

員 

髙
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直
子

　

  

〃 

柗
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千
春

　

  

〃 

木
村　
　

喜
一

　

  

〃 

高
崎　
　
　

進

　

  

〃 

八
島　
　

功
男

　

  

〃 

二
川　
　

英
俊

　

  

〃 

大
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光
司

　

  

〃 

櫻
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信
幸

　

  

〃 

江
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加
那

　

  

〃 

玉
造　
　

順
一

　

  

〃 

金
子　
　

敏
明

議
員
辞
職

　

３
月
31
日
付
で
設
楽
詠
美
子
議
員
（
筑
西
市
選
挙
区
）
が
辞
職
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
物
価
高
騰
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
県
民
が
将
来
に
希
望
を
持
て
る
、
県
政

の
新
た
な
骨
格
を
示
す
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
県
政
運
営
の
指
針
と
な
る
県
総
合
計
画
の
計
画
期

間
が
令
和
７
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
度
を
初

年
度
と
す
る
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
第
25
条
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
次
期

県
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
今
後
特
に
求
め
ら
れ
る
事
項
を
議
会

と
し
て
明
確
に
打
ち
出
す
た
め
、
「
新
た
な
茨
城
づ
く
り
に
向
け
た
諸

方
策
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
「
未
来
を
拓
く
新
た

な
茨
城
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
」
を
、
３
月
24
日
の
本
会
議
に
お
い

て
設
置
し
ま
し
た
。
構
成
す
る
委
員
15
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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員  　
　

瀬
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伸
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村
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修
司

　

  

〃 

齋
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英
彰
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中
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一
生
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長
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麻
美

　

  

〃　

 

玉
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順
一

　

  

〃　

 

秋　
　
　

嘉
一

IBARAKIネイティブコミュニケーション
サポーター認定式の様子

茨城の小京都・古河の「食」の
観光資源・花桃アフタヌーンティー

牛久市の観光資源である
日本遺産の牛久シャトー

医療提供体制の強化を

一般質問（要旨）

予
算
特
別
委
員
会

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
県
の
予
算
を
総
合
的
に
検
討
し
、
予
算
審
査

の
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

議
会
人
事

「
未
来
を
拓
く
新
た
な
茨
城
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た


